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甲佐町の創造的復興をめざして～熊本地震から２年～

未
曾
有
の
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
の
歩
み

本
町
の
創
造
的
復
興
を
目
指
し
て
～
熊
本
地
震
か
ら
２
年
～

■�
公
共
土
木
施
設
の
復
旧
事
業�

～�

国
災
害

査
定
２
４
１
件
、
工
事
発
注
２
１
０
件

　

町
が
管
理
す
る
道
路
や
河
川
な
ど
の
公
共

土
木
施
設
で
、
国
の
災
害
査
定
を
受
け
た
総

件
数
は
２
４
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
行
量
の
多
い
路
線
や
通
学
路
な
ど
か
ら

随
時
工
事
発
注
を
行
い
ま
し
た
。
入
札
の
不

調
・
不
落
も
な
く
、
３
月
８
日
時
点
で

２
１
０
件
の
工
事
を
発
注
し
て
お
り
、
発
注

率
は
85
・
０
㌫
、
竣
工
率
は
42
・
１
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■�

農
林
業
関
係
被
害�

～�

総
件
数
２
０
８
件
、

農
業
関
係
は
１
０
０
㌫
発
注

　

熊
本
地
震
お
よ
び
集
中
豪
雨
災
害
に
よ
る

国
の
災
害
査
定
を
受
け
た
農
地
や
農
道
、
林

道
な
ど
、
農
林
業
で
の
総
件
数
は
、
２
０
８

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

う
ち
農
業
関
係
が
１
６
２
件
で
、
入
札
の

不
調
・
不
落
も
な
く
、
昨
年
末
で
発
注
率
が

１
０
０
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

30
年
３
月
８
日
時
点
で
の
竣
工
率
は
20
・
４

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

林
道
災
害
に
つ
い
て
は
46
件
で
、
平
成
30

年
３
月
８
日
時
点
で
の
進
捗
率
は
、
発
注
率

73
・
９
㌫
、
竣
工
率
は
19
・
６
㌫
で
す
。

■�

震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
を
目
指
す
町
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

本
町
の
早
期
復
興
を
目
指
し
、
「
町
震
災

復
興
計
画
」
に
お
い
て
平
成
30
年
度
は
復
旧

の
最
終
年
度
で
あ
り
、
復
興
の
中
間
期
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
迅
速
な
復

旧
・
復
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

公
共
土
木
施
設
に
つ
い
て
は
、
３
月
現
在
、

31
件
が
未
発
注
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
工
事

の
進
捗
状
況
を
見
て
随
時
発
注
を
行
い
、
平

成
31
年
３
月
末
に
工
事
完
了
を
目
標
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
現
在
も
通
行
の
で
き
な

い
田
口
橋
、
府
領
橋
に
つ
い
て
も
、
県
の
管

理
の
下
、
平
成
31
年
３
月
末
を
目
標
に
工
事

　

町
内
全
域
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
熊
本
地
震
か
ら

２
年
が
経
過
し
ま
す
。
町
で
は
、
熊
本
地
震
お
よ
び
集

中
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
道
路
や
河
川
、
農
地
な
ど
の

早
期
復
旧
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
被
災
か
ら
の
流
れ
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
復
旧
状
況
や
「
震
災
か
ら
の
創
造

的
復
興
」
を
目
指
す
町
の
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

本町の復興へ向けて

甲佐町長　奥名克美

被
災
か
ら
の
流
れ

▼�

お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
く
ら
し
安
全
推
進
室

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

　
（
内
線
２
４
１
）

を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
・
林
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
停
滞
に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
、
今
後
も
早
期
の
復
旧
に
努
め
、

農
業
経
営
の
早
期
回
復
に
努
め
ま
す
。

　

住
宅
関
係
に
つ
い
て
は
、
甲
佐
地
区
、
乙

女
地
区
、
白
旗
地
区
に
合
計
52
戸
の
「
災
害

公
営
住
宅
」
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
３

地
区
の
災
害
公
営
住
宅
は
、
平
成
31
年
春
の

入
居
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
甲

佐
地
区
に
は
、
震
災
か
ら
の
創
造
的
復
興
や

本
町
の
活
性
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
災
害

公
営
住
宅
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
住
宅
お
よ

び
防
災
公
園
の
一
体
的
な
整
備
を
実
施
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
防
災
の
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
、
３
月
に
防
災
用
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

（
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
を
町
施
設
５
カ
所
に
設
置
し
て
利
用
開
始

し
た
ほ
か
、
防
災
マ
ッ
プ
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

■災害復旧状況一覧

●
平
成
28
年
４
月
14
日
（
木
）

・
午
後
９
時
26
分
前
震
発
生

・
発
災
直
後
に
災
害
対
策
本
部
設
立

・
指
定
避
難
所
10
カ
所
を
開
設

●
同
15
日
（
金
）
中
甲
橋
グ
リ
ー
ン

　

パ
ー
ク
で
災
害
ご
み
の
受
入
れ
開
始

●
同
16
日
（
土
）

・
午
前
１
時
25
分
本
震
発
生

・
午
後
４
時
50
分
町
内
全
域
に
避
難
勧

　

告
を
発
令

・
災
害
ご
み
の
仮
置
場
を
町
内
４
カ
所

　

に
開
設
（
計
５
カ
所
）

●
同
18
日
（
月
）
広
島
県
公
衆
衛
生

　

チ
ー
ム
第
１
班
到
着
、
指
定
避
難
所

　

お
よ
び
自
主
避
難
所
の
巡
回
を
開
始

●
同
21
日
（
火
）
町
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
に
総
合
案
内
窓
口
を
設
置

●
同
25
日
（
月)

乙
女
・
白
旗
地
区
の

　

全
戸
訪
問
開
始
（
健
康
調
査
な
ど
）

●
同
27
日
（
水
）
上
水
道
全
面
復
旧

●
５
月
１
日
（
日
）
支
援
制
度
受
付
用

　

仮
設
プ
レ
ハ
ブ
を
庁
舎
南
側
に
設
置

●
同
15
日
（
日
）
白
旗
仮
設
団
地
90
戸

　

へ
の
入
居
者
募
集
を
開
始

●
同
16
日
（
月
）
罹
災
（
り
さ
い
）
証

　

明
書
の
発
行
お
よ
び
各
種
支
援
制
度

　

の
受
付
を
開
始

●
６
月
５
日
（
日
）
白
旗
仮
設
団
地
90

　

戸
へ
の
入
居
開
始

●
同
14
日
（
火
）
熊
本
地
震
に
よ
る
す

　

べ
て
の
避
難
所
を
閉
鎖

●
同
20
日
（
月
）
～
21
日
（
火
）
九
州

　

豪
雨
災
害
発
生
、
指
定
避
難
所
５
ヵ

　

所
を
開
設

●
７
月
６
日
（
水
）
九
州
豪
雨
に
よ
る

　

す
べ
て
の
避
難
所
を
閉
鎖

●
同
27
日
（
水)

県
内
で
最
初
に
公
費

　

解
体
を
開
始

●
８
月
23
日
（
火
）
第
１
回
甲
佐
町
震

　

災
復
興
計
画
策
定
委
員
会
を
開
催

●
９
月
16
日
（
金
）

・
町
災
害
対
策
本
部
を
復
興
対
策
本
部

　

へ
移
行

・
仮
設
住
宅
６
団
地
全
２
２
８
戸
建
設

　

完
了

●
11
月
29
日
（
火
）
町
震
災
復
興
計
画

　

を
策
定

●
平
成
29
年
３
月
21
日
（
火
）
乙
女
小

　

学
校
で
の
授
業
再
開

●
７
月
３
日
（
月
）
甲
佐
町
住
ま
い
の

　

復
興
拠
点
施
設
整
備
に
係
る
公
募
型

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
２
次
（
公
開
）
審
査

●
12
月
15
日
（
金
）
災
害
公
営
住
宅
入

　

居
者
申
し
込
み
開
始

　熊本地震から２年にあたり、改めて
被災された町民の皆様に衷心よりお見
舞いを申し上げます。 
　未曾有の巨大震災から２年が経ち、
県内で先駆けて策定した「震災復興計
画」に基づき復旧復興にまい進してい
る本町ですが、まだまだ残る被災の傷
あとに胸が痛みます。消防団員やボラ
ンティアなどの皆様のご尽力ご支援に
励んでいただいた姿を今でも思い返し、
皆様から示された本町へのご厚情に深
く感謝いたします。
　現在、早期復旧と将来を見据えた復
興としての「創生」を講じており、災
害公営住宅の建設や道路などの復旧に
鋭意取り組んでおります。そして、震
災復興の歩みの中で、「甲佐町に住ん
で良かった」と誇りと愛着を抱ける安
心安全な町を目指して参ります。
　今後も職員の力を結集し、議会の皆
様のご理解をいただきながら、信念と
情熱を本町の「創生」に注いで参りま
す。町民の皆様にはまだまだ厳しい中
ではありますが、未来を拓くために、
お互いに希望を抱いて歩んでいきま
しょう。
　最後に町民の皆様のご健康を願い、
ご支援いただいている関係機関の皆様
に改めての感謝を申し上げ、お見舞い
のごあいさつといたします。

内容 被災状況 復旧状況

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事
の

発
注
状
況

■災害査定件数　241件
【内訳】
●町道　85路線　192カ所
●河川　23河川　48カ所
●橋梁　１橋梁　１カ所

●町道　63路線162カ所
　発注率82.2㌫、竣工率42.1㌫
●河川　21河川47カ所
　発注率97.9㌫、竣工率35.4㌫
●橋梁　１橋梁１カ所
　発注率100㌫、竣工率０㌫
※平成30年3月8日現在
※発注率、竣工率は査定箇所数に対する数

農
業
施
設
、
農
地
の
被
災
状
況

お
よ
び
復
旧
状
況

■災害査定件数）
　農地99件、農業用施設63件
【内訳】
田77件、畑22件、ため池３件、
水路29件、揚水機１件、農道
29件、橋梁１件

■災害査定件数
　農地99件、農業用施設63件
■工事発注状況
　発注率100㌫
■竣工状況
　竣工率20.4㌫
※平成30年３月８日現在
※発注率、竣工率は査定箇所数に対する数値

林
道
災
害

８路線46箇所
※災害査定の結果

■発注状況　４路線34カ所
　発注率73.9㌫、竣工率21.7㌫
※平成30年3月8日現在
※発注率、竣工率は査定箇所数に対する数値

▶
甲
佐
地
区
の
災
害
公
営
住
宅
建
設
予
定
地
。
平
成
31
年
春
に
入

　

居
開
始
の
予
定



風
評
被
害
に
負
け
な
い

　
「
地
震
後
、
２
週
間
ほ
ど
は
道

路
や
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
使
え
ず
、観
光
施
設
は
休
業
状

態
で
し
た
」と
阿
蘇
市
観
光
協
会

の
稲
吉
淳
一
会
長
は
振
り
返
り
ま

す
。
営
業
を
再
開
で
き
て
も
、風

評
被
害
が
広
が
り
集
客
に
苦
労
し

た
そ
う
で
す
。
客
足
を
取
り
戻
す

た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て「
阿
蘇
は
安
全
で
す
よ
」
と
正

し
い
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、

観
光
客
数
は
地
震
前
の
５
～
７
割

し
か
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
最
近
の
観
光
客
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
情
報
を
集
め
る
人
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
そ
の
人
た
ち
に
足

修
復
中
の
熊
本
城
を
見
て
ほ
し
い

　
「
本
丸
の
中
に
入
れ
な
い
か
ら
、

ガ
イ
ド
そ
の
も
の
が
無
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
」

　

そ
う
話
す
の
は「
く
ま
も
と
よ

か
と
こ
案
内
人
の
会
」副
会
長
の

多
堀
亞
夫
さ
ん
。
熊
本
地
震
で
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
仕
事

に
も
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
以
前
は
天
守
閣
や
宇
土
櫓
、

本
丸
御
殿
な
ど
を
中
心
に
案
内
し

て
い
ま
し
た
が
、今
案
内
で
き
る

の
は
城
の
外
回
り
だ
け
。
そ
れ
で

も
た
く
さ
ん
の
人
が
城
の
修
復
状

況
を
見
に
来
て
く
れ
ま
す
」

　

ガ
イ
ド
の
申
し
込
み
が
あ
れ
ば

で
き
る
だ
け
断
ら
な
い
と
話
す
多

堀
さ
ん
。
そ
の
姿
勢
の
裏
に
は
、

復
興
を
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
へ

の
感
謝
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
被
害
と
修
復
の
状
況
を
今
こ

そ
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

天
守
閣
を
覆
う
シ
ー
ト
は
網
目
状

で
、中
の
作
業
状
況
が
見
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。
復
興
過
程
を
見

て
も
ら
い
、歴
史
や
文
化
に
触
れ

な
が
ら
熊
本
ら
し
い
案
内
を
す
る

こ
と
が
、支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん

へ
の
恩
返
し
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

１_倒壊した拝殿（阿蘇神社） ２_崩落した阿蘇大
橋と土砂崩れの跡（南阿蘇村） ３_地盤沈下で寸
断された道路も現在は通行できる（阿蘇市）

1

3

１_複数箇所で石垣が損壊（写真は戌亥櫓） ２_修
復中の熊本城を案内するボランティアガイド  ３_
同じ位置に復元するため整理された崩れた石垣

1

23

2 を
運
ん
で
も
ら
う
に
は
、信
頼
度

の
高
い
口
コ
ミ
情
報
が
最
も
効
果

的
」と
稲
吉
会
長
は
説
明
し
ま
す
。

　
「
県
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
阿
蘇

に
来
て
く
だ
さ
い
。
自
然
も
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
が
、

生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
す
る
生
命
力

が
感
じ
ら
れ
、以
前
と
は
違
っ
た

表
情
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
見

た
景
色
や
感
動
の
思
い
を
、私
た

ち
と
一
緒
に
発
信
し
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
」

ボランティアガイド

多
た

堀
ぼり

亞
つぐ

夫
お

さん

阿蘇市観光協会会長

稲
いな

吉
よし

淳
じゅん

一
いち

さん

熊本県市町村広報担当者による合同特集

熊
本
地
震
に
よ
る

被
害
と
そ
の
後

　

全
国
に
誇
る
名
城
熊
本
城
、噴

煙
が
地
球
の
息
吹
を
感
じ
る
阿
蘇

山
、美
し
い
島
々
が
織
り
成
す
天

草
の
景
色
…
…
。
名
高
い
景
勝
地

に
恵
ま
れ
た
熊
本
県
は
、国
内
外

か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
観
光

地
で
す
。

　

平
成
27
年
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
旅
行
券
が
発
行
さ
れ
、万
田
坑

（
荒
尾
市
）と
三
角
西
港（
宇
城
市
）

が
世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
と
、

宿
泊
客
数
が
過
去
10
年
で
最
高
を

記
録
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、一
昨
年
４
月
に
熊

本
地
震
が
発
生
。
熊
本
城
が
大
き

く
損
壊
し
、阿
蘇
大
橋
の
崩
落
な

ど
観
光
地
で
も
甚
大
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
地
震
か
ら
１
年
が
過

ぎ
る
と
、被
災
し
た
観
光
施
設
や

宿
泊
施
設
が
少
し
ず
つ
営
業
を
再

開
。
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
Ｐ
Ｒ

施
策
に
よ
り
観
光
客
数
は
徐
々
に

回
復
し
て
き
た
も
の
の
、地
震
前

の
水
準
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ
ん（
表

１
）。

　

地
域
経
済
を
活
性
化
し
復
興

を
加
速
す
る
た
め
に
は
、観
光
客

の
誘
致
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

大
き
な
被
害
を
受
け
た
熊
本
城
や

阿
蘇
地
域
は
、熊
本
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
言
え
る
場
所
。
後
世
に
残
し
、

郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
た

め
に
も
、観
光
地
の
復
興
は
大
切

な
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、平
成
29
年
に

熊
本
城
を
訪
れ
た
観
光
客
が
、９

年
ぶ
り
に
２
０
０
万
人
を
突
破
す

る
な
ど
、明
る
い
話
題
も
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
深
い
傷
跡
が
残
る

場
所
に「
現
状
を
知
り
た
い
、
応

援
し
た
い
」と
い
う
人
々
が
続
々

と
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
、観
光
地
の
現
状
と
魅
力
を

伝
え
る
県
民
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

県観光客の推移 （表１）

平成28年４月の地震で大きな被害を受けた熊本県。

被災地では着々と復興が進んでおり、観光客の出足

も戻りつつあります。

今回の特集では、観光地で復興に向けて頑張ってい

る人たちの「今」を伝えます。

熊本、復興の今―

熊本地震発生

一
人
一
人
が
正
確
な
情
報
発
信
を

　

取
材
を
と
お
し
て
、観
光
地
の

人
々
の
復
興
に
か
け
る
ひ
た
む
き

な
姿
勢
と
深
い
郷
土
愛
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
熊
本
城
も

阿
蘇
地
域
も
、こ
う
し
た
人
々
の

思
い
を
糧
に
、少
し
ず
つ
元
の
姿

を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
か
ら
約
２
年
、復
興

は
道
半
ば
で
す
。
私
た
ち
一
人
一

人
が
被
災
地
の
現
状
を
知
り
、正

し
い
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と

も
復
興
の
力
に
な
り
ま
す
。
古
里

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
み
次
世
代

へ
受
け
継
ぐ
こ
と
が
、明
る
い
未

来
を
つ
く
る「
創
造
的
復
興
」
へ

の
近
道
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。



民生費
21億4,247万円
25.4%

土木費
17億8,736万円
21.2%

教育費
10億1,731万円

公債費
7億8.397万円
9.3%

総務費
8億7,564万円

10.4%

8.3%
衛生費
7億55万円

消防費
2億7,833万円
3.3%

議会費
7,992万円  0.9%

予備費など
2,000万円  0.2%

商工費
9,709万円
1.2%

災害復旧費
4億3,812万円 5.2%

12.1%

農林水産業費
2億1,436万円
2.5%

繰入金
4億2,172万円

5.0%

その他
1億7,581万円
2.1%

国庫支出金
18億7,624万円
22.2%

町債
16億8,870万円

10.4%
県支出金
8億7,344万円

その他
2億7,430万円
3.3%

20.0%

分担金および負担金
1億2,399万円
1.5%

町税
8億5,555万円

10.1%

地方交付税
21億4,537万円

25.4%
81.3%

依存財源

18.7%

自主
　財源



一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

　
　
　
　

84
億
3
，
５
１
２
万
４
，
０
０
０
円
を
計
上



震
災
ご
み
の
廃
棄
物
処
理
事
業
な
ど　

　
　

震
災
関
連
費
の
減
で
全
体
で
は
23
・
０
㌫
の
減
額

　

本
町
の
平
成
30
年
度
当
初
予
算
が
、

町
議
会
３
月
定
例
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
84
億
３
，
５
１
２

万
４
，
０
０
０
円
と
な
り
、
震
災
ご
み

の
廃
棄
物
処
理
事
業
の
減
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
対
比
で
23
・
０
㌫
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
面
に
つ
い
て
は
、
熊
本
地
震
や

豪
雨
災
害
に
か
か
る
災
害
復
旧
事
業
と

し
て
、
町
道
な
ど
の
復
旧
、
液
状
化
し

た
地
区
の
再
発
防
止
、
熊
本
地
震
復
興

基
金
交
付
金
を
活
用
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
の
復
旧
な
ど
に
係
る

経
費
を
約
９
億
８
，
０
０
０
万
円
盛
り

込
む
ほ
か
、
復
興
事
業
と
し
て
、
子
育

て
支
援
住
宅
整
備
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
町
の
自
主
財
源
で
あ

る
町
税
に
つ
い
て
約
７
，
５
８
０
万
円

の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
震
災

関
連
事
業
に
係
る
国
県
支
出
金
お
よ
び

地
方
債
が
大
幅
に
減
額
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
約
３
，
２

０
０
万
円
の
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
町
震
災
復
興
計
画
に

お
い
て
、
復
旧
の
最
終
年
度
で
あ
り
復

興
の
中
間
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
復

旧
・
復
興
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
総
額

を
確
保
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
経

常
経
費
に
つ
い
て
は
徹
底
し
た
削
減
を

図
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
足

す
る
財
源
を
補
う
た
め
、
財
政
調
整
基

金
（
町
の
貯
金
）
を
取
り
崩
す
こ
と
で

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
事
業

は
、
子
育
て
支
援
住
宅
整
備
事
業
、
安

津
橋
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
、
災
害

復
旧
事
業
な
ど
で
す
。

予
算
と
事
業

平成30年度

平成30年度当初予算一覧

会計 項目 予算額

一
般
会
計

歳入 84億3,512万4,000円

歳出 84億3,512万4,000円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 15億6,722万7,000円

介護保険特別会計 15億2,033万6,000円

後期高齢者医療特別会計 1億4,916万5,000円

計 32億3,672万8,000円

上
水
道
事
業

収益的収入

および支出

事 業 収 益 1億5,010万7,000円

事 業 支 出 1億5,010万7,000円

資本的収入

および支出

資本的収入 1億972万1,000円

資本的支出 1億6,691万7,000円

 【歳入項目の説明】

 【歳出項目の説明】

《自主財源》

●町税　町民の皆さんに納めてもらった町民税

や、会社の法人税など

●繰入金　積み立てておいた基金（預金）を取

り崩して受け入れたもの

●分担金および負担金　町が行う特定の事業に

よって利益を受ける人から徴収されるもの

●その他　町の施設の使用料や証明書の発行手

数料、預金利子や前年からの繰越金など

《依存財源》

●地方交付税　どの市町村でも、ある一定の住

民サービスができるように、それぞれの市町

村の実情に応じて国から交付されるもの

●国庫支出金　事業を行うための国からの負担

金や補助金

●町債　道路や小・中学校などの社会資本を整

備するための借金

●県支出金　事業を行うための県からの負担金

や補助金

●その他　国から配分される地方譲与税やゴル

フ場利用税などの各種交付金

●民生費　高齢者福祉、児童福祉、または障が

い者福祉など、町が行う福祉事業全般にかか

る経費

●土木費　町道、河川維持や整備にかかる経費

●教育費　小・中学校の義務教育にかかる経費

や、公民館活動・保健体育活動などの社会教

育にかかる経費

●総務費　町全体の運営に関する経費や、財産

の管理にかかる経費

●公債費　町の借金である町債を返済するため

の経費

●衛生費　町民の健康のための経費や、ごみ、

し尿などの処理にかかる経費

●災害復旧費　地震などの災害の復旧のための

経費など

●消防費　消防組合・消防団の運営にかかる経

費や、防災にかかる経費

●農林水産業費　農林業振興のための経費や、

農道などの維持や整備にかかる経費

●商工費　商工業振興や観光対策にかかる経費

●議会費　町議会の開催や運営にかかる経費

●予備費など

一般会計歳出総額

84億3,512万円

一般会計歳入総額

84億3,512万円

平成30年度予算と事業

歳
入

歳
出



ス
ポ
ー
ツ
と
自
然
を
楽
し
む

春

の

イ

ベ

ン

ト

　
３
月
18
日
（
日
）
安
津
橋
健
康

広
場
を
主
会
場
と
し
て
、「
緑
川

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
こ
う
さ

２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
本
町
の
交
流
人
口
の
増
加
、

町
全
体
の
活
性
化
を
目
的
に
、
甲

佐
町
観
光
協
会
（
奥
名
克
美
会

長
）
が
主
催
。

本
町
の
魅
力
を
楽
し
む�

ク

イ

ズ

ウ

ォ

ー

ク

　
同
会
場
を
発
着
と
し
て
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
、
ク
イ
ズ
に

答
え
る
「
こ
う
さ
ん
も
ん
ク
イ
ズ

ウ
ォ
ー
ク
」
で
は
、
３
マ
イ
ル
と

５
マ
イ
ル
の
コ
ー
ス
に
約
４
０
０

人
が
参
加
。
麻
生
原
の
キ
ン
モ
ク

セ
イ
な
ど
の
名
所
を
歩
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
途
中
に
は
、
麻
生
原
区
、

上
豊
内
区
、
岩
下
二
区
の
方
々
が

い
も
天
や
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
で
お
も

て
な
し
。
ク
イ
ズ
全
問
正
解
者
に

は
、
特
製
タ
オ
ル
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
」
で
は
、
町
内
外
か
ら
腕

利
き
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
約
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
や
ス
ポ
ー
ツ�

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
大
賑
わ
い

　
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
は
、
ヨ
サ
コ

イ
で
開
幕
。「
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
コ

ン
テ
ス
ト
」
や
甲
佐
中
学
校
に
よ

る
「
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
」
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
ス
ポ
ー
ツ

体
験
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、「
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
」「
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
」

「
Ｅ
ボ
ー
ト
」
な
ど
を
実
施
。
熊

本
ル
ネ
サ
ン
ス
と
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
体
験
も
あ
り
、

楽
し
く
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

　「
グ
ル
メ
ゾ
ー
ン
」
に
は
、
特

産
品
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も

ん
」
や
、
町
内
外
の
飲
食
店
な
ど

38
店
舗
が
並
び
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
旅
行

券
や
本
町
の
特
産
品
が
当
た
る
大

抽
選
会
も
実
施
。
春
の
甲
佐
や
ス

ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

本
町
の
魅
力
を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

３
月
18
日
（
日
）
緑
川
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
こ
う
さ
２
０
１
８

平成30年度予算と事業

平成30年度当初予算の主な事業

民生費　21億4,247万円（25.4㌫）

高齢者福祉、児童福祉、または障がい者福祉など、町が行
う福祉事業全般にかかる経費
・私立保育所保育の実施費：4億9,966万円

　私立保育所運営経費のうち、町が補助する経費

・障がい者支援費等扶助費：4億3,742万円

　障がい者の自立・生活支援に使われるお金のうち、町が

　払う経費

・後期高齢者医療費：2億5,898万円

　後期高齢者医療費で使われるお金のうち、町が払わなけ

　ればならない経費

・介護保険特別会計繰出金：2億2,254万円

　介護保険に使われるお金のうち、町が払わなければなら

　ない経費

・災害救助費：1億9,566万円

　震災に伴う転居費用助成や応援派遣職員などの経費

土木費　17億8,736万円（21.2㌫）

町道や河川の維持・整備や町営住宅の管理などにかかる経費
・町道改良舗装事業：4億840万円

　町道の新設、改良・舗装などをするための経費

・住宅建設事業：9億7,811万円

　町営住宅および子育て支援住宅などの建設経費

・被災宅地復旧事業：8,000万円

　被災した宅地の復旧を支援する経費

・宅地液状化防止事業：7,500万円

　液状化した芝原地区の液状化再発防止の経費

・大規模盛土造成地滑動崩落防止事業：5,600万円

　崩落した大規模盛土造成地の宅地地盤等復旧ための経費

教育費　10億1,731万円（12.1㌫）

小・中学校の義務教育や、公民館活動・保健体育活動など
の社会教育にかかる経費
・安津橋総合運動公園整備事業：5億8,500万円

　交流拠点として安津橋健康広場を整備するための経費

・地域コミュニティ施設等再建支援事業：3,944万円

　被災した地域コミュニティ施設の復旧支援のための経費

・甲佐高校魅力化事業：1,754万円

　甲佐高校の特色ある学校づくりを支援するための経費

総務費　8億7,564万円（10.4㌫）

町全体の運営や、財産管理などにかかる経費
・西村民俗資料館利活用事業：2,764万円

　西村民俗資料館の利活用改修などにかかる経費

公債費　7億8,397万円（9.3㌫）

町の借金である町債を返済するための経費

衛生費　7億55万円（8.3㌫）

町民の健康のための経費や、ごみなどの処理にかかる経費
・ごみ・し尿処理組合負担金：1億8,661万円

　ごみ・し尿の処理のために町が負担する経費

・国民健康保険特別会計繰出金：１億4,757万円

　国民健康保険で使われるお金のうち、町が払わなければ

　ならない経費

・浄化槽設置整備事業：6,456万円

　合併処理浄化槽設置補助にかかる経費

・子ども医療費助成事業：4,357万円

　中学３年生までの子どもの医療費無償化にかかる経費

・共同墓地等復旧事業：1,692万円

　被災した共同墓地等復旧支援のための経費

災害復旧費　4億3,812万円（5.2㌫）

熊本地震などの災害によるインフラ整備などの復旧経費
・公共土木施設災害復旧事業：2億2,007万円

　町道などの災害復旧経費

・林業施設災害復旧事業：1億3,204万円

　林道の災害復旧経費

消防費　2億7,833万円（3.3㌫）

消防組合・消防団の運営や、防災にかかる経費
・上益城消防組合負担金：1億6,832万円

　同組合の運営にかかる経費のうち町が負担する経費

農林水産業費　2億1,436万円（2.5㌫）

農林業振興や、農道などの維持や整備にかかる経費
・多面的機能支払事業：5,779万円

　農地の維持及び農業用施設の長寿命化を支援するための

　経費

・中山間地域等直接支払事業：1,604万円

　中山間地域において農業生産の維持を支援するための経費

商工費　9,709万円（1.2㌫）

商工業振興や観光対策にかかる経費
・観光案内看板等設置事業：2,250万円

　やな場などの観光地への案内看板の設置にかかる経費

・ふるさと甲佐応援寄附金運営事業：2,677万円

　ふるさと納税に関する返礼品等にかかる経費

議会費　7,992万円（0.9㌫）

町議会の開催や運営にかかる経費

予備費など　2,000円（0.2㌫）

予備費など



　

２
月
27
日
（
火
）
町
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、「
甲
佐
町
地
域
の

支
え
合
い
を
育
て
る
学
習
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
学
習
会
は
、
高
齢
者
な
ど
の
在

宅
生
活
を
支
え
る
地
域
の
支
え
合
い

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
に

つ
い
て
、
地
域
の
方
と
事
業
の
共
通

理
解
を
図
る
た
め
、
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
。
約
１
３
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
（
公
財
）
さ
わ
や
か
福
祉

財
団
の
鶴
山
芳
子
さ
ん
が
「
助
け
合

い
の
地
域
づ
く
り
を
今
、
み
ん
な
で

考
え
る
時
」
と
い
う
演
題
で
講
演
。

助
け
合
い
な
が
ら
行
う
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

　町施設５カ所に防災用 Wi‐Fi（公衆無線

LAN）のアクセスポイントを設置し、３月か

ら利用開始となりました。

　住民や観光客などの災害時の情報収集にお

けるインターネット通信環境を確保するため

に、町が整備。役場庁舎や、町指定避難場所

の町総合保健福祉センター、農業研修セン

ター、町民センター、また町長マニフェスト

での「やな場の集客力強化」の一環として

「やな場」にも設置しました。

　同 Wi‐Fi は平時にも無料で利用できます。

　本町の中学生３選手が、サッカーの全国大会・

九州大会に出場し、活躍しました。

　２月17日（土）・18日（日）、滋賀県で開催され

た第７回びわ湖カップなでしこサッカー大会（Ｕ

‐12）に、益城ルネサンス FC ジュニアの久米桃

選手（麻生原区・甲佐中１年）が出場しました。

同チームは予選リーグ３位となり、順位リーグに

進みました。

　２月3日（土）・4日（日）および17日（土）・18

日（日）に、鹿児島県で開催された第27回九州ク

ラブユース（Ｕ‐14）サッカー大会に、ソレッソ

熊本の田上廉太郎選手（横田区・甲佐中３年）が

出場しました。同チームはベスト８に進出しまし

た。

　３月10日（土）・11日（日）に、大津町で開催

された第49回九州ジュニア（Ｕ‐12）サッカー大

会に、ソレッソ熊本の田上歓久郎選手（同区・甲

佐中１年）が出場しました。同チームはベスト８

に進出しました。

　３選手の今後の活躍が期待されます。

美味しいニラで復興を　　
２月25日（日）ニラパワー EXPO2018

地域の支え合いを育てる
町総合保健福祉センターで学習会を開催

災害へ備えた通信体制を 
防災用Wi‐Fiを町施設５カ所に設置

▼「虎穴ニラずんば」ニララーメンと食べるニララー油がお披露目

▲ Wi ｰ Fi が利用できる町生涯学習センター・ギャラリーモール

▼

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
学
習
会

　県立甲佐高校で、「甲佐高校生のための公

営塾『あゆみ学舎』」が開塾しています。

　同塾は、奥名克美町長の掲げるマニフェス

トの１つである同高の特色づくりの一環とし

て、町教育委員会が運営。１人１人の希望す

る進路や学習の進捗に合わせた個別指導を、

平日の放課後に同高で実施しています。

　11月に町地域おこし協力隊に任命された越

名智美さん（大町区）、上松愛佳さん（北早

川区）、２月に同隊に任命された坂本紫織さ

ん（北早川区）が指導に当たられています。

甲佐高校生のための公営塾
１人１人の進路に合わせた個別指導

▲公営塾「あゆみ学舎」では、個別指導を実施しています

本町の中学生３選手が活躍
サッカーの全国大会・九州大会に出場

▲サッカーの全国大会に出場した久米桃選手（写真左）、九州大会に出
場した田上廉太郎選手（同中央）と田上歓久郎選手（同右）

　

２
月
25
日
（
日
）
町
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
で
、

「

ニ

ラ

パ

ワ

ー

Ｅ

Ｘ

Ｐ

Ｏ

２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、「
農
と
食
が

元
気
な
甲
佐
町
」、「
甲
佐
町
特
産

の
ニ
ラ
」
を
町
内
外
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
、
甲
佐
町
食

に
よ
る
復
興
協
議
会
（
越
智
新
代

表
）
が
主
催
。

　

会
場
で
は
、「
郷
土
の
食
材
開

発
モ
デ
ル
事
業
」
を
活
用
し
て
開

発
さ
れ
た
ニ
ラ
の
ラ
ー
メ
ン
と
食

べ
る
ラ
ー
油
の
「
虎
穴
ニ
ラ
ず
ん

ば
」
が
お
披
露
目
さ
れ
る
と
と
も

に
、
こ
う
さ
ん
も
ん
認
定
品
の

「
に
ら
メ
ン
コ
。」
を
は
じ
め
と
し

て
、
町
内
の
飲
食
店

が
開
発
し
た
「
ニ
ラ

お
焼
き
」、「
ニ
ラ
カ

レ
ー
」、「
ニ
ラ
ガ
パ

オ
」
な
ど
、
飲
食
店

が
並
び
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー

ジ
で
は
龍
野
龍
神
太

鼓
や
若
草
保
育
園
の

園
児
に
よ
る
ニ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、

同
時
開
催
さ
れ
た

「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ル

シ
ェ
」
で
は
、
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
や
雑
貨
な

ど
の
お
店
が
並
び
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

３
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

岩
下
・
緑
町
の
市
街
地
ほ
か
で
、
第

３
５
０
回
甲
佐
初
市
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

春
の
伝
統
の
祭
り
は
、
甲
佐
町
商

工
会
（
中
村
幸
男
会
長
）
が
主
催
。

会
場
に
は
、
苗
木
や
花
苗
、
陶
器
の

ほ
か
甲
佐
名
物
の
「
五
郎
飴
」
な
ど

の
露
店
が
並
び
、
商
工
会
青
年
部
に

よ
る
も
ち
つ
き
大
会
や
、
商
工
会
女

性
部
に
よ
る
ぜ
ん
ぜ
い
や
だ
ん
ご
汁

の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
甲
佐
町
文
化
協
会
に
よ
る

書
道
や
生
け
花
な
ど
の
作
品
展
示
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
の
発
表
、

今
年
初
開
催
の
大
綱
引
き
大
会
な
ど

も
行
わ
れ
、
春
の
伝
統
の
祭
り
を
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

春の訪れを知らせる祭り
第350回甲佐初市が開催

▼

甲
佐
初
市
で
今
年
初
開
催
さ
れ
た
大
綱
引
き
大
会



Information町からのお知らせ　【４月】

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

町住民生活課　 TEL096-234-1113（内線105）

■�

平
成
30
年
度
の
保
険
料
率
は
昨
年

と
同
一
で
す

　

平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
保
険
料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率

▼
均
等
割
額　

年
額
４
７
，
９
０
０
円

▼
所
得
割
率　

９
・
26
㌫

　

１
人
当
た
り
の
年
間
保
険
料
額
は
、

「
均
等
割
額
＋
所
得
割
額
（
基
礎
控
除

後
の
総
所
得
金
額
×
９
・
26
㌫
）
」
で
す
。

※ 

上
限
額
は
62
万
円
で
す
。

■
保
険
料
の
軽
減
内
容
が
見
直
さ
れ

　

対
象
者
が
一
部
拡
大
さ
れ
ま
す

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
軽
減
対
象
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
う
ち
、
均

等
割
額
の
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
対

象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
資
格
を
得

た
日
の
前
日
ま
で
、
被
用
者
保
険
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人
の
均
等

割
額
は
、
５
割
軽
減
に
な
り
ま
す

（
所
得
割
額
は
掛
か
り
ま
せ
ん
）。

●�

均
等
割
額
の
軽
減
（
被
保
険
者
と
世
帯

主
の
総
所
得
金
額
で
計
算
）

▼
９
割
軽
減

　

基
礎
控
除
（
33
万
円
）
を
超
え
な
い

　

世
帯
で
、
被
保
険
者
全
員
が
年
金
収

　

入
80
万
円
以
下
（
そ
の
ほ
か
の
各
種

　

所
得
が
な
い
場
合
）

▼
８
・
５
割
軽
減

　

基
礎
控
除
（
33
万
円
）
を
超
え
な
い

　

世
帯

▼
５
割
軽
減
（
対
象
者
拡
大
）

　

基
礎
控
除
（
33
万
円
）
＋
「
27
万

　

５
千
円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」
を

　

超
え
な
い
世
帯

▼
２
割
軽
減
（
対
象
者
拡
大
）

　

基
礎
控
除
（
33
万
円
）
＋
「
50
万
円

　

×
世
帯
の
被
保
険
者
数｣

を
超
え
な

　

い
世
帯

■
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い

　

今
月
か
ら
平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　

仮
徴
収
の
対
象
に
な
る
人
に
は
、

男
女
共
同
参
画

町教育委員会社会教育課　 TEL096－234－2447

■
「
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
相
談
室

　

ら
い
ふ
」
に
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
県
女
性
総
合
相
談
室
は

「
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
相
談
室
ら
い

ふ
」
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
移
転
に

伴
い
、
住
所
、
電
話
番
号
、
受
付
日
時

が
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
生
き

方
と
人
権
を
尊
重
し
た
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
人
生
の
岐
路
に
あ
る
方
、
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
、
人
間
関

係
や
暴
力
行
為
に
悩
ん
で
い
る
方
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま

す
。

■
「
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
相
談
室

　

ら
い
ふ
」
の
利
用
に
つ
い
て

　

ご
相
談
の
際
は
利
用
は
無
料
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
所
在
地

　

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
‐
18
‐
１

　

熊
本
県
行
政
棟
新
館
４
階

　

男
女
参
画
・
協
働
推
進
課
内

　

（
土
曜
日
の
み:

熊
本
市
中
央
区
手

　

取
本
町
８
‐
９
テ
ト
リ
ア
く
ま
も
と

　

９
階
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
内)

▼
電
話
番
号

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
６
６
６

　

（
土
曜
日
の
み
TEL
０
９
６
‐
３
５
５
‐

　

２
２
２
３)

▼
受
付
時
間

●
電
話
相
談

・
月
・
木
・
金
・
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

・
火
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時
30
分

●
面
接
相
談

　

右
記
の
時
間
内
で
予
約
制

●
法
律
相
談

　

毎
月
第
３
土
曜
日　

午
後
１
時
～
午

後
３
時
15
分

　

※
予
約
制

▼
休
日

　

水
曜
日
、
日
曜
日
、
土
曜
日
を
除
く

祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日

▼
相
談
室
の
変
更
・
移
転
に
係
る
お
問

　
い
合
わ
せ

　

県
男
女
参
画
・
協
働
推
進
課
男
女
共

　

同
参
画
班

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
８
７

日々の不安を相談できる
窓口を開設しています

悩 み を 抱 え 込 ま ず 相 談 し ま し ょ う

健
診
・
検
診

町総合保健福祉センター　 TEL096－235－8711

■�

平
成
30
年
度
の
健
診
・
検
診
の
申

し
込
み
は
4
月
16
日
（
月
）
ま
で

　

町
で
は
、
平
成
30
年
度
の
健
診
・
検

診
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

各
健
診
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

４
月
16
日
（
月
）
ま
で
に
「
健
診
希
望

調
査
票
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

各
行
政
区
の
嘱
託
員
ま
た
は
町
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
節
目
健
診

▼
期
間　

６
～
12
月

▼
場
所　

日
本
赤
十
字
社
熊
本
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー
、
高
野
病
院
総
合

　

健
診
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で

　

35
・
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の
町

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

●
特
定
健
診
・
若
者
健
診
・
が
ん
検
診

　
（
７
月
集
団
健
診
）

▼
期
間　

７
月
６
日（
金
）～
12
日（
木
）

▼
場
所　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

20
～
74
歳
の
町
国
民
健
康
保

　

険
被
保
険
者

●
後
期
高
齢
者
健
診
・
が
ん
検
診　
　

　
（
８
月
集
団
健
診
）

▼
期
間　

８
月
16
日（
木
）～
18
日（
土
）

▼
場
所　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保

　

険
者

●
が
ん
検
診
（
12
月
集
団
健
診
）

▼
期
間　

12
月
５
日（
水
）～
９
日（
日
）

▼
場
所　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

20
歳
以
上
の
女
性
お
よ
び
40

　

歳
以
上
の
男
性

　

詳
し
く
は
、
今
月
に
各
世
帯
に
配
布

し
ま
し
た
「
甲
佐
町
健
診
の
お
知
ら
せ
」

お
よ
び
「
甲
佐
町
健
診
希
望
調
査
票
の

書
き
方
」
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
町

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
住
民

生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先�

・
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

・
町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

新年度は健診・検診の
申し込みから始めよう

平成30年度後期高齢者
医療保険のお知らせ

詳しくは町住民生活課におたずねください

「
後
期
高
齢
者
医
療
仮
徴
収
保
険
料
額

決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
仮

徴
収
保
険
料
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

仮
徴
収
と
し
て
、
４
・
６
・
８
月
分
の

保
険
料
が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差

引
き
）
に
な
る
人
は
、
次
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
人
で
す
。

▼
仮
徴
収
の
対
象
者

・
平
成
29
年
度
の
保
険
料
が
、
特
別
徴

　

収
だ
っ
た
人
で
、
平
成
29
年
2
月
に

　

支
給
さ
れ
た
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ

　

れ
た
人

・
平
成
29
年
度
の
４
～
９
月
に
資
格
を

　

取
得
し
、
平
成
29
年
度
の
保
険
料
が

　

普
通
徴
収
だ
っ
た
人

※ 

仮
徴
収
と
な
る
人
の
保
険
料
は
、
平

成
30
年
度
の
所
得
が
確
定
す
る
７
月

の
本
算
定
で
決
定
し
ま
す
。
そ
の
後
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

■
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券

　

の
利
用
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
あ
ん
ま
・

は
り
・
き
ゅ
う
の
治
療
を
受
け
る
場
合

に
、
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
使
用
で

き
る
治
療
券
（
１
人
当
た
り
１
，

０
０
０
円
の
５
枚
）
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

治
療
券
は
、
町
と
協
定
を
結
ん
で
い

る
施
術
院
で
使
用
で
き
ま
す
。
必
要
な

人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

と
印
か
ん
を
準
備
の
上
、
町
住
民
生
活

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

　

４
月
２
日
（
月
）
～
平
成
31
年
３
月

29
日
（
金
）

■
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

　

品
）
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

●�

医
療
機
関
で
お
薬
を
も
ら
う
時
の
留

意
点

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医

薬
品
と
同
等
の
効
能
・
効
果
を
持
ち
、

費
用
も
安
く
す
み
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る

場
合
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
に
な
り
、
医
療
機

関
や
薬
局
の
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●�

お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

複
数
の
お
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、

飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
副
作
用
が
強
く

出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

お
薬
手
帳
を
活
用
し
、
既
に
処
方
さ

れ
て
い
る
薬
を
医
師
や
薬
剤
師
に
伝
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
薬
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、

医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

健診を受けて自身の体の状態を確認しましょう

対象となる人には「後期高齢者医療仮徴収保険料額決定通知書」を送付しましたので、記載事項を必ずご確認ください。



然ですが、皆さんは自分

がこの世に生まれてきた

意味を考えたことはあります

か ?

　「この世界にアイは存在しま

せん。」という書き出しで始ま

るこの本は、主人公であるワイ

ルド曽田アイという１人の高校

生にスポットを当てた物語です。

　彼女はこの言葉のⅰ(=虚数)

と自分の名前を重ね合わせて捉

え、自分の

存在意義、

存在理由を

問い続けま

す。この本

の面白いと

ころは、ス

トーリー中

で実際に起

きた災害やテロ等が取り上げら

れていますので、主人公と自分

の考え方・価値観を照らし合わ

せながら読み進めたり、自分自

身の考え方を見つめなおすこと

ができます。

　災害やテロに巡り合わず今を

生きている自分は恵まれている

のか ?恵まれているとして、な

ぜ恵まれているのか考えたこと

はありますか ?また、皆さんは

自分の存在意義を何をもって証

明しますか ?

　主人公の心情の変化を感じな

がら読み進めてみてください。

一度読み始めたらどんどんこの

本の世界に引き込まれていくこ

と間違いなしです。

　ぜひ一度読んでみてはいかが

でしょうか。

突 Read This Story!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『ⅰ』（西 加奈子著）

田上 幸杜さん

〔企画課〕

生きること、命のこと、自分という人
間のこと、家族のこと、人が一生かけ
て考えなければならない全てが、一人
の女性の人生を通して描かれています。

今月の案内人

Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

Library
町生涯学習センター図書室からの４月のおすすめ図書

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　 TEL096-234-2447（内線321）

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　 TEL096-234-2447（内線331）

　

病院を「サービス業」と捉える

佐々井記念病院の内科医・千晶

の前に、執拗（しつよう）な嫌

がらせを繰り返す患者が現れた。

患者たちのクレームに疲弊して

いく千晶。失敗しようと思って

医療行為をする医者は１人もい

ない。医師と患者が解り合うこ

とはこんなにも難しいのか。医

療に携わる人々の苦悩と喜びを

描いた読み応えのある１冊です。

幻冬舎

小説

現役医師が描く医療現場の苦悩と喜び
南 杏子著 /『ディア・ペイシェント』

さくらの木にまつわるあたたかいお話
西本 鶏介作 野須 あき絵 /『おめでとうのさくらまんじゅう』

熊本の登山ガイドを完全リニューアル
吉川 渡著 /『熊本県の山』

熊本県内の各都市を起点に、ア

クセスを含めて、初・中級クラ

スの登山者が無理なく歩ける50

の登山コースを紹介。コースの

歩行時間、距離、累積標高差、

技術度、体力度、登山適期や魅

力的な山頂展望写真など、役立

つ情報が満載です。20年振りの

リニューアルで地図も大きくな

り分かりやすくなりました。春

の登山にぜひお役立てください。

山と渓谷社

教養娯楽

バブル崩壊に始まり、２度の大

震災、オウム真理教事件、17人

の首相と２度の政権交代。少子

高齢化による人口減少、社会環

境・産業構造の変化がもたらし

たものとは。政治・経済から、

ライフスタイル、サブカル

チャーまで、30代から80代の各

界を代表する論者40人が平成を

振り返ります。皆さんの「あの

日」「あのころ」が蘇ります。

洋泉社

一般書

30年で日本はこんなに変わった！
内田 樹 ほか著 /『激動の平成史』

60年前の卒業記念に小学校の校

庭に植えられた桜は、和菓子屋

のしょうきちじいさんたちが植

えたものです。しょうきちじい

さんは桜の花びらを使って、新

１年生のためにさくらまんじゅ

うを作ります。このさくらまん

じゅうに秘められた想いとは…。

あたたかな気持ちが胸にのこる

絵本です。読み聞かせにもおす

すめです。

絵本塾出版

児童書

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などありましたら、お知ら

せください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

　

２
月
27
日(

火)

町
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
「
ワ
ー

キ
ン
グ
世
代
の
講
座
」
の
「
ひ

な
ま
つ
り
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

８
人
。

　

今
回
は
ゼ
ラ
チ
ン
の
使
い
方

を
学
習
し
て
、
溶
け
る
温
度
や

固
ま
る
温
度
な
ど
を
知
る
こ
と

で
手
軽
に
料
理
に
使
え
る
よ
う

な
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 　

カ
ッ
プ
ず
し
は
、
す
し
飯
、

エ
ビ
、
野
菜
、
卵
な
ど
の
間
に

ジ
ェ
ル
状
の
ソ
ー
ス
を
入
れ
、

彩
り
良
く
カ
ッ
プ
に
入
れ
て
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
デ

ザ
ー
ト
は
、
レ
モ
ン
ゼ
リ
ー
と

イ
チ
ゴ
の
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
を
2

層
に
し
、
透
明
な
ゼ
リ
ー
の
部

分
に
イ
チ
ゴ
を
丸
ご
と
並
べ
て

み
ま
し
た
。
見
た
目
に
も
華
や

か
で
、
桃
の
節
句
の
お
祝
い
に

ぴ
っ
た
り
の
デ
ザ
ー
ト
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

　

２
月
24
日
（
土
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
第
21
回
甲
佐

町
公
民
館
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
約
１
２
０
人
。

　

「
人
と
人
、
人
と
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
す
公
民
館
活
動
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
。
開
会
行
事
で
、

北
原
区
の
沼
田
峰
子
さ
ん
が

「
こ
う
さ
ん
も
ん
元
気
活
動
推

進
事
業
」
で
取
り
組
ん
だ
「
北

原
区
お
団
子
ま
つ
り
」
の
活
動

事
例
を
発
表
。
ま
つ
り
ま
で
の

準
備
や
当
日
の
様
子
、
交
流
の

深
ま
り
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

柳
谷
自
治
公
民
館
館
長
の
豊
重

哲
郎
氏
が
「
住
民
自
治
の
地
域

再
生
」
と
題
し
講
演
。
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
住
民
が
一
丸
と

な
っ
て
地
域
活
性
に
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ひ
な
ま
つ
り
メ
ニ
ュ
ー

ワ
ー
キ
ン
グ
世
代
の
講
座

第
20
回
公
民
館
大
会

町
公
民
館

▲見た目も華やかなひなまつり

メニューに挑戦する参加者

▲住民自治の地域再生について

講演する豊重さん

▲

町公民館からのご案内

自主講座学習発表会を
４月21日（土）に開催

　新しく何かを始めたい方、ぜひ

ご覧ください。多くの方の来場を

お待ちしています。

●日時

　４月21日（土）

　午前９時30分～正午

●会場

　町生涯学習センター

●発表内容

▲

ステージ発表

　フラダンス、社交ダンス、健康

太極拳、朗読、ひまわりダンス、

3B 体操、オカリナ、レクリエー

ションダンス、相撲甚句、町民

コーラス

▲

ギャラリー展示

　水彩画、書道、生け花、水墨画、

パッチワーク、手編み教室

●平成30年度甲佐町社会人権教育
　部会研修会を開催しました

　2月20日 ( 火 ) 町生涯学習セン

ターで、平成30年度甲佐町社会人権

教育部会研修会を開催しました。

　同研修会は、社会人権教育部会の

組識的な運営を図るとともに、人権

問題を自分自身の問題として捉え、

お互いの交流を深め、自己の変容を

促すことにより、人権問題の啓発を

広く進めることを目的として実施。

講師の熊本県人権同和教育課の指導

主事の平井靖彦さんが「部落差別を

はじめあらゆる差別をなくすために

～今、私たちにできること～」と題

して講演し、社会教育関係団体、企

業、嘱託員、地域リーダーなど46人

が参加しました。

　平井さんは、人権関連３法①「障

害を理由とする差別の解消の推進に

関する法律」(「障害者差別解消

法」)、②「本邦外出身者に対する

不当な差別的言動の解消に向けた取

組の推進に関する法律」(「ヘイト

スピーチ対策法」)、③「部落差別

の解消の推進に関する法律」( 部落

差別解消推進法」) について話され

ました。特に、2016年4月1日に施行

された「部落差別解消推進法」では、

現在もなお部落差別が存在するとと

もに、部落差別の解消を推進し、部

落差別のない社会を実現することを

目的としていることを学びました。

　参加者のアンケートでは、「あら

ゆる差別は『差別される側』ではな

く『差別する側』にある事」などの

感想がありました。

▼

講
演
す
る
平
井
さ
ん



❖
く
ま
も
と
県
圏
域
い
き
い
き

　

百
歳
体
操
大
交
流
会
に
参
加

　

２
月
21
日
（
水
）
熊
本
学
園
大
学
で
、

熊
本
県
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
強
化
事
業
「
熊
本
県
圏
域

い
き
い
き
百
歳
体
操
大
交
流
会
、
ご
近

所
ど
う
し
で
介
護
予
防
！
み
ん
な
の
元

気
自
慢
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
い

き
い
き
百
歳
体
操
」
に
取
り
組
む
介
護

予
防
教
室
の
関
係
者
同
士
の
困
り
ご
と

を
共
有
す
る
こ
と
や
介
護
予
防
教
室
を

継
続
し
て
い
く
た
め
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
熊
本

市
中
央
３
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
熊

本
市
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
さ
え
り

あ
浄
行
寺
」
が
事
業
主
体
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
実
行
委
員
会
と
し
て
、
本
町
か

ら
中
横
田
区
長
の
松
永
博
文
さ
ん
、
早

川
区
長
の
西
村
泰
紘
さ
ん
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
中
横
田
区
は
「
い
き
い
き
百

歳
体
操
」
を
週
２
回
地
域
で
実
施
。
早

川
区
は
月
の
０
と
５
の
つ
く
日
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
10
月
か
ら
何

度
も
検
討
会
を
重
ね
て
当
日
を
迎
え
ま

し
た
。

  

当
日
は
５
０
０
名
収
容
の
ホ
ー
ル
が

満
席
と
な
り
ま
し
た
。
基
調
講
演
は
、

熊
本
学
園
大
学
社
会
福
祉
学
部
の
黒
木

邦
弘
先
生
が
「
あ
な
た
は
ど
れ
？
そ
ろ

そ
ろ
老
い
支
度
、
今
す
ぐ
老
い
支
度
～

い
き
い
き
百
歳
体
操
の
す
す
め
～
」
と

題
し
て
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
木
先
生
か
ら
、
県
下
で
の
「
百
歳

体
操
」
の
実
施
状
況
や
、
実
施
の
課
題

を
通
し
て
見
え
て
く
る
こ
と
を
具
体
的

に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

❖
取
り
組
み
７
団
体
発
表

　

取
り
組
み
発
表
は
７
団
体
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
の
取
り
組
み
状
況
や
特

徴
を
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

発
表
団
体
は
、
①
熊
本
市
中
央
区
渡

鹿
『
い
き
い
き
体
操
サ
ロ
ン
』、
②
熊

本
市
中
央
区
本
荘
『
本
荘
５
丁
目
い
き

い
き
百
歳
体
操
実
行
委
員
会
』
、
③
熊

本
市
南
区
近
見
『
日
吉
東
元
気
ク
ラ

ブ
』、
④
熊
本
市
南
区
富
合
町
『
古
閑

サ
ロ
ン
』、
⑤
上
益
城
郡
甲
佐
町
中
横

田
『
中
横
田
介
護
予
防
教
室
』、
⑥
球

磨
郡
錦
町
福
島
地
区
『
Ｇ
Ｂ
（
ジ
ー
・

バ
ー
）
ク
ラ
ブ
』、
⑦
天
草
市
佐
伊
津

町
『
延
命
会
』
で
し
た
。

　

発
表
内
容
は
、
「
百
歳
体
操
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
会
場
や
参
加
人
数
、
実

施
頻
度
な
ど
、
各
団
体
の
活
動
状
況
に

加
え
、
活
動
の
特
徴
と
い
っ
た
各
団
体

の
Ｐ
Ｒ
を
さ
れ
ま
し
た
。

❖
中
横
田
区
『
中
横
田
介
護
予
防

　

教
室
』
の
取
り
組
み
発
表

　

中
横
田
区
（
97
世
帯
）
で
は
、

・
活
動
場
所:

中
横
田
集
会
場

・
参
加
人
数:

26
人

・
実
施
頻
度:

週
２
回
（
火
・
金
曜
日
）

・
参
加
費:

１
回
あ
た
り
１
０
０
円

・
活
動
の
特
徴

　

体
力
向
上
の
た
め
の
い
き
い
き
百
歳

体
操
と
認
知
症
予
防
に
お
手
玉
渡
し
や

リ
ズ
ム
体
操
と
い
っ
た
ゲ
ー
ム
、
唾
液

腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
口
腔
機
能
向
上

の
取
り
組
み
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
室
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
看
護
師
、
栄

養
士
、
調
理
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

の
地
域
住
民
15
人
体
制
で
行
っ
て
い
ま

す
。
天
気
の
良
い
時
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
活
動
内
容

の
工
夫
も
行
っ
て
い
ま
す
。

❖
熊
本
県
圏
域
版
「
い
き
い
き
百
歳

　

体
操
」
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た

　

高
知
県
で
作
成
さ
れ
た
「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
こ
れ
ま
で
使
用

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
熊
本
県
圏

域
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
作
成
さ
れ
、
参
加
者

全
員
で
体
操
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、

く
ま
モ
ン
が
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

い
き
い
き
百
歳
体
操
に
取
り
組
み

ご
近
所
同
士
で
介
護
予
防

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ

Child-Care
４月の子育て支援カレンダー

あ
ゆ
み
だ
よ
り

介護 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　 TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

「いきいき百歳体操」は、高齢者

が健康でいきいきとした生活を送

れるように支援することを目指

し、開発された体操です。日常生

活で必要とされる動作や、必要な

筋力をアップさせます。皆さんも

地域で取り組んでみませんか。

福田 久美子 保健師

４・５月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　４月19日（木）　午前９時

　　５月17日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　４月19日（木）　午前10時

　　５月17日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　４月13日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　５月８日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　４月20日（金）　午前９時30分

　 ３歳児健診

　　５月８日（火）　午後１時20分

　

池上 千
ち づ る

鶴 ちゃん（１歳）

 父・浩二 さん　母・亜衣 さん

　（緑町区）

　　にぃにぃ、

　　　いっぱい遊んでね♥

　

前田 侑
ゆ う な

奈 ちゃん（１歳）

 父・大樹 さん　母・ユカ さん

　（下横田区）

　パパいつも

　　あそんでくれてありがとう♥

　

　永 凜
り ん か

花 ちゃん（１歳）

 父・諒 さん　母・桃花 さん

　（下田口区）

　お姉ちゃんと

　　保育園がんばってます！

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

４日（水） 支援センター開所式

６日（金） 身体測定

９日（月） お散歩に行こう

11日（水） お誕生会 (要予約 )

13日（金） 製作をしよう

16日（月） お絵かきをしよう

18日（水） おやつ作り

20日（金） 砂場で遊ぼう

21日（土） お見知り遠足予定 (要予約 )

23日（月） 風船あそび

25日（水） 折り紙製作

27日（金） ボール遊び

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

11日（水） お誕生会

21日（土） 親子お見知り遠足予定

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

  園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）
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●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

　

（
加
算
支
援
金
の
申
請
期
限
は

　

変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
支
援
金
の
支
給
額

　

支
援
金
の
支
給
額
は
、
２
つ
の

支
援
金
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

①
住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
支

　

給
す
る
支
援
金
（
基
礎
支
援

　

金
）

②
住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支

　

給
す
る
支
援
金
（
加
算
支
援

　

金
）

▼
対
象
世
帯

①
住
宅
が
全
壊
ま
た
は
大
規
模
半

　

壊
の
被
害
を
受
け
た
世
帯

②
「
半
壊
」
ま
た
は
「
大
規
模
半

　

壊
」
の
り
災
証
明
を
受
け
、
あ

　

る
い
は
住
宅
の
敷
地
に
被
害
が

　

生
じ
る
な
ど
し
て
、
そ
の
ま
ま

　

に
し
て
お
く
と
非
常
に
危
険
で

　

あ
っ
た
り
、
修
理
す
る
に
は
あ

　

ま
り
に
も
高
い
経
費
が
掛
か
る

　

た
め
、
こ
れ
ら
の
住
宅
を
解
体

　

し
た
世
帯

※
「
解
体
世
帯
」
と
し
て
「
全
壊

　

世
帯
」
と
同
等
の
支
援
が
受
け

　

ら
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
４
）

　

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
小
・
中
学
校
に
就
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
、
就
学
に
必
要
な
費
用

（
学
用
品
費
・
給
食
費
・
修
学
旅

行
費
な
ど
）
を
援
助
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

▼
対
象

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
甲
佐
町

立
の
小
・
中
学
校
に
在
学
し
て
い

る
児
童
生
徒
の
保
護
者

▼
申
請
方
法

　

各
学
校
お
よ
び
町
公
式
サ
イ
ト

内
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
書
と
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、

通
学
す
る
学
校
が
指
定
す
る
日
ま

で
に
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
時
期
は
、
例
年
、
4
～

5
月
こ
ろ
で
す
。
年
度
途
中
で
の

申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

年
度
途
中
の
申
請
の
場
合
、
申
請

の
あ
っ
た
月
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
現
在
援
助
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
も
、
毎
年
度
の
申

請
と
な
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
者
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

　

世
帯
全
体
の
所
得
審
査
を
行
い

　

ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
０
２

　

町
で
は
、
平
成
30
年
度
町
組
織

改
編
に
よ
り
、
組
織
の
一
部
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

▼
組
織
改
編
の
主
な
内
容

①
総
務
課
の
分
掌
事
務
の
見
直
し

　

に
よ
り
、
総
務
係
、
財
政
係
、

　

文
書
管
財
係
を
行
政
係
、
財
務

　

係
、
庶
務
係
に
改
編
。

②
地
域
振
興
課
を
新
設
し
て
、
総

　

務
課
お
よ
び
企
画
課
の
事
務
の

　

一
部
を
移
管
。
改
編
し
た
企
画

　

課
に
は
企
画
政
策
係
、
地
域
振

　

興
課
に
は
地
域
振
興
係
と
商
工

　

観
光
係
を
設
置
。

③
税
務
課
の
課
税
係
を
改
編
し
て

　

固
定
資
産
税
係
と
住
民
税
係
を

　

設
置
。

④
農
政
課
の
農
林
振
興
係
を
改
編

　

し
て
経
営
係
と
整
備
係
を
設
置
。

⑤
建
設
課
の
管
理
係
を
改
編
し
て

　

住
宅
係
を
設
置
。

▼
改
編
さ
れ
た
課
・
係
で
主
に
取

　

り
扱
う
業
務
（
改
編
さ
れ
た
係

　

の
み
）

●
総
務
課

・
行
政
係

　

職
員
人
事
・
福
利
厚
生
、
条

　

例
・
規
則
の
制
定
改
廃
、
選
挙

　

な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
財
務
係

　

予
算
編
成
、
財
政
運
営
、
町
有

　

財
産
管
理
、
工
事
入
札
な
ど
に

　

関
す
る
こ
と

・
庶
務
係

　

文
書
物
件
の
収
受
、
情
報
公
開
、

　

行
政
区
な
ど
に
関
す
る
こ
と

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

●
企
画
課

・
企
画
政
策
係

　

町
振
興
計
画
、
陳
情
請
願
、
行

　

財
政
改
革
な
ど
に
関
す
る
こ
と

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
１

●
地
域
振
興
課

・
地
域
振
興
係

　

企
業
誘
致
、
定
住
、
公
共
交
通
、

　

情
報
発
信
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
商
工
観
光
係

　

商
工
業
・
企
業
振
興
、
観
光
、

　

物
産
振
興
な
ど
に
関
す
る
こ
と

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

●
税
務
課

・
住
民
税
係

　

町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

　

税
証
明
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
固
定
資
産
税
係

　

固
定
資
産
税
、
地
籍
調
査
の
情

　

報
管
理
な
ど
に
関
す
る
こ
と

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

●
農
政
課

・
経
営
係

　

農
業
経
営
、
農
畜
産
物
の
生
産

　

振
興
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計

　

画
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
整
備
係

　

農
林
業
施
設
整
備
・
管
理
お
よ

　

び
災
害
復
旧
、
有
害
鳥
獣
な
ど

　

に
関
す
る
こ
と

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

●
建
設
課

・
住
宅
係

　

公
営
住
宅
の
整
備
・
管
理
、
民

　

間
住
宅
、
住
宅
政
策
な
ど
に
関

　

す
る
こ
と

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

▼
環
境
衛
生
課
の
執
務
場
所
が
町
水

　

道
管
理
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
す

　

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
は
今

ま
で
庁
舎
２
階
に
あ
り
ま
し
た
が
、

組
織
改
編
に
伴
い
、
場
所
が
町
水

道
管
理
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
す
。

・
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　
（
内
線
２
２
１
）

　

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

（
基
礎
支
援
金
）」
の
申
請
期
限
が

１
年
間
延
長
と
な
り
、
平
成
31
年

５
月
13
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

▼
延
長
後
の
申
請
期
限

・
基
礎
支
援
金

　

平
成
31
年
５
月
13
日

・
加
算
支
援
金

　

平
成
31
年
５
月
13
日

日 曜 当 番 医
月　日 当番医 電話番号

４月１日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

４月８日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

４月15日 桃 崎 整 形 外 科 TEL096-235-8111

４月22日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

４月29日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

doctor

町税などの滞納処分（２月分）
種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ３件

交 付 要 求 ０件

取 立・ 公 売 代 金 134,965円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別
発生件数

２月 年累計

人身事故 ０ ３

物損事故 26 43

盗難など ３ ３

２月28日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数
種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ０ （△２）

原 野 ０ （０）

そ の 他 １ （△２）

合計件数 １ （△４）

３月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

ｉ
お
知
ら
せ

平

成

30

年

度

の

町

組

織

改

編

に

つ

い

て

猿王堂の話は古くから語り継が

れています。

昔、乙女村に力の強い乱暴な金

八という男がいて、緑川を渡って

きては白旗村や龍野村で悪さをし

ていました。困った村人は阿蘇の

大宮司(だいぐうじ )にお願いし

て金八を懲らしめてもらうことに

しました。しかし、いくら阿蘇の

兵が攻めても緑川の途中で金八に

味方するカッパに邪魔されて、川

を渡ることができません。そこで、

猿王に頼むと、甲佐明神の家来で

ある甲佐岳の猿たちを率いて緑川

でカッパと大決戦をしました。そ

の結果、猿たちが勝ったので、阿

蘇の兵たちは川を渡って金八を討

ち取りました。翌朝には、無数の

猿とカッパの死骸(しがい )があ

り、猿王も死骸となって浅井の浅

瀬に打ち上げられていました。

村は元の平和を取り戻し、猿

王に感謝して建てたのが猿王堂で

す。祭りの前には猿たちがやって

きて堂のまわりを掃除したという

ことです。

猿王堂は浅井の小高い丘の中腹

にあります。猿王堂の祭りは「目

野の薬師さん」、「九折( つづら )

の祇園さん」と共に龍野の三大祭

りと云われ、大変賑わっていたよ

うです。

甲佐町の文化財探訪　〜第5 ５回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「浅井の猿王堂」 本田荘一 町文化財保護委員（上早川二区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（２月分）
種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 162,120 △67,820 △69,080

資 源 ご み 23,940 3,070 △630

粗 大 ご み 4,210 260 △1,950

合 計 190,270 △64,490 △71,660

※単位・㌔�

基
礎
支
援
金
の
申
請
期
限
が

１
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た

小
・

中

学

校

就

学

援

助

費

制

度

に

つ

い

て

▲浅井の猿王堂（中には２体の御神像と猿

の置物が祀られています）



Monthly Information Monthly Information

格
取
得
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

●
幹
部
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生

　

３
月
１
日
（
木
）
～
５
月
１
日

　

（
火
）

●
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹

　

部
・
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹

　

４
月
20
日
（
金
）
～
５
月
25
日

　

（
金
）

●
自
衛
官
候
補
生　

随
時
受
付

▼
試
験
日

●
幹
部
候
補
生

・
一
般　

（
１
次
）
５
月
12
日

　

（
土
）
・
13
日
（
日
）
、
（
２
次
）

　

６
月
12
日
（
火
）
～
15
日
（
金
）

・
歯
科
・
薬
剤
科　

（
１
次
）
５

　

月
12
日
（
土
）
、
（
２
次
）
６
月

　

12
日
（
火
）
～
15
日
（
金
）

●
一
般
曹
候
補
生　

（
１
次
）
５

　

月
26
日
（
土
）
、
（
２
次
）
６
月

　

27
日
（
水
）
～
７
月
２
日
（
月
）

●
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部

　

６
月
25
日
（
月
）

●
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹

　

６
月
22
日 

（
金
）

●
自
衛
官
候
補
生

　

受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

※
試
験
地
や
募
集
要
項
な
ど
の
詳

　

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
自
衛

　

隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
宇

　

城
募
集
案
内
所

　

TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

　

全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部

の
平
成
30
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
が
次

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

▼
熊
本
支
部
の
改
定
後
保
険
料
率

　

10
・
13
㌫
（
０
・
01
㌫
引
き
下

げ
）

▼
改
定
後
の
介
護
保
険
料
率

　

１
・
57
㌫
（
０
・
08
㌫
引
き
下

げ
）

※ 

40
～
64
歳
の
人
（
介
護
保
険
第

２
号
被
保
険
者
）
は
、
健
康
保

険
料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加

わ
り
、
11
・
７
㌫
に
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部

　

TEL
０
９
６
‐
３
４
０
‐
０
２
６
１

　

実
在
す
る
有
名
企
業
を
か
た
り
、

Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
）
を
用
い
て
金
銭
を
支
払
わ
せ
よ

う
と
す
る
架
空
請
求
の
相
談
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｍ
Ｓ
は
、
不
特
定
多
数
の
電

話
番
号
に
直
接
送
信
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
詐
欺
の
手
口
と
し

て
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。

　

実
在
す
る
有
名
企
業
の
名
を
か

た
る
場
合
も
多
い
た
め
、
事
業
者

な
ど
の
名
前
に
見
覚
え
が
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
安
易
に
信
用
せ
ず
、

メ
ー
ル
の
内
容
な
ど
を
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

●
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ア
ド

　

バ
イ
ス

・
未
納
料
金
の
支
払
い
を
口
実
と

　

し
て
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
送
る
の
は
詐

　

欺
の
手
口
。

・「
本
日
中
に
連
絡
が
な
け
れ
ば

　

法
的
手
続
き
に
移
行
し
ま
す
」

　

と
い
う
Ｓ
Ｍ
Ｓ
は
典
型
的
な
詐

　

欺
の
手
口
。

・
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
購
入
し
て
そ

　

の
番
号
を
連
絡
し
ろ
と
い
う
の

　

は
典
型
的
な
詐
欺
の
手
口
。

　

根
拠
の
な
い
請
求
に
は
絶
対
に

応
じ
ず
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
書
か
れ
た
電

話
番
号
に
は
連
絡
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

ご支援ありがとうございました

ふるさと甲佐
応援寄附金

■お問い合わせ先

　町地域振興課

　 TEL096-234-1154

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
無
料
の

登
記
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

倒
壊
し
た
建
物
の
登
記
に
関
す
る

相
談
や
土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
・

贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て
、
熊
本
地
方
法
務
局

職
員
が
対
応
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談
に
は

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
開
設
日
時

　

５
月
10
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
正
午
か

ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
き
ま
す
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
会
場

　

御
船
町
役
場

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

　

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

●
幹
部
候
補
生

・
一
般　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

　

者
・
歯
科　

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の

　

者
・
薬
剤
科　

20
歳
以
上
28
歳
未
満

　

の
者

●
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

●
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部

　

大
卒
以
上
の
者
で
、
応
募
資
格

に
定
め
ら
れ
た
学
部
・
専
攻
学
科

等
を
卒
業
後
、
２
年
以
上
の
業
務

経
験
の
あ
る
者

●
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹

　

20
歳
以
上
の
者
で
国
家
免
許
資

ｃ
く
ら
し
安
全

自

転

車

盗

難

に

は

ツ
ー
・
ロ
ッ
ク
が
効
果
的
で
す

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～４月～
 Event

ご支援いただきありがとうございます～震災支援を行う派遣職員のご紹介～
Topics

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」
４月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　甲佐小体育館

　　　　　月曜日　午後７時30分

●少年柔道

　甲佐中武道館「甲心館」

　　月・水・金曜日　午後７時

●卓球

　町生涯学習センター・ホール

　　　水・金曜日　午後７時30分

●サッカー教室

　甲佐中グラウンド

　　　　　　木曜日　午後７時

　甲佐小グラウンド

　　　　　　土曜日　午前９時

●バスケットボール教室

　甲佐中体育館

　　　　　　火曜日　午後８時

●ジュニアバスケット教室

　甲佐小体育館

　　　　　　水曜日　午後７時

●ノルディックウォーキング

　教室

  白旗小体育館

　　　　　　月曜日　午後７時

●トランポリン教室

　特別養護老人ホーム　桜の丘

　　　　金曜日　午後５時30分

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局

　（町教育委員会社会教育課内）

　 TEL096-234-2447（内線325）

スポンジテニス＆バドミントン

鍬田桂一郎さん（西原区）

毎週頑張っています。
ぜひ来てみてください♪

▶パン工房ふうさん TEL 096-234-2112

ｉ
お
知
ら
せ

無

料

登

記

相

談

所

を

開

設

し

ま

す

ｒ
募
集

平

成

30

年

度

自

衛

官

募

集

の

お

知

ら

せ

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
が

改

定

さ

れ

ま

す

ふるさと納税のお礼の品
として贈呈している本町
の特産品を紹介します。

「ニラでスープ」こうさんもん No. ８

町特産のニラを使用

「ボシドラ焼き」こうさんもん No.7

梅のあまずっぱい餡にふわふわの生地

▶町公式ウェブサイト

　「ふるさと納税」ページ

　URL http://www.town.kosa.  

　　 kumamoto.jp/q/aview/102/

　　 233.html

ｉ
お
知
ら
せ

宮﨑　康德さん
〔熊本県土地改良事業団体連合会〕

鹿児島にもぜひ遊び
に来てください。

田之上　宏一さん
〔鹿児島県曽於市〕

若松　豊さん
〔鹿児島県薩摩川内市〕

奥村　保宏さん
〔鹿児島県伊佐市〕

江﨑　良隆さん
〔鹿児島県出水市〕

加治佐　実幸さん
〔鹿児島県南九州市〕

蒲ヶ原　敬嗣さん
〔鹿児島県鹿児島市〕

熊本地震の発生に伴い、町では平成28年度から震災復興のため、県内外
から多数の派遣職員の方にご支援をいただきました。平成29年度下半期、
本町の震災復興のために尽力されている皆さんをご紹介します。

農政課 建設課

１年間どうもありが
とうございました。

甲佐町の少しでも早
い復興を心より祈っ
ております。

甲佐町へ派遣され２
年弱、残りの期間も
がんばります。

１年間ありがとうご
ざいました。

１年間お世話になり、
ありがとうございま
した。

職場に恵まれ貴重な体験
をさせていただきました。
ありがとうございました。

▶ご寄付いただいた皆様

　お名前　　　　ご住所　

・小林　昌史様　東京都　

・岩永　真人様　東京都

・平岩　栄一様　埼玉県

・吉田　　寛様　鳥取県

▶平成29年度寄附金額合計

　１６，２２５，０００円
　（２月28日現在）

▶池田製菓舗 TEL 096-234-0118

●公民館自主講座作品展

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447

▼

２
月
の
「
藤
本
賢
治
」
水
墨
画

　

個
展
の
展
示
の
様
子

▶水墨画　４月21日（土）～５月11日（金）

▶水彩画　４月21日（土）～５月４日（金）

▶書　道　４月21日（土）～５月９日（水）

●お問い合わせ先

　町総務課

　 TEL 096‐234‐1140



レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

ご存知ですか？

 

［
短
歌
］ 

渡
辺
幸
士 

選

散
歩
道
梅
の
花
咲
き
暖
か
く
雑
談
交
わ
し
足
も
軽
や

か 

赤
星　

文
子

最
高
の
感
動
与
え
し
そ
の
笑
顔
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
勇

気
を
貰
う 

緒
方　

明
美

町
中
の
井
手
を
見
つ
め
て
白
鷺
は
人
や
車
に
身
動
き

も
せ
ず 

塚
原　

暁
益

息
を
呑
み
テ
レ
ビ
に
見
入
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
六
六
年

ぶ
り
羽は

に

う

生
選
手
の
連
覇 

吉
永
由
紀
子

梅
が
枝
に
蕾
膨
ら
む
淡
き
春
桜
い
つ
咲
く
山
間
の
郷

 

　
　

白
梅　

武
人

道
す
が
ら
野
仏
様
に
一
拝
し
柔
和
な
お
顔
に
心
和
め

り 

池
田
キ
ヨ
子

菜
の
花
が
「
春
が
来
た
よ
」
と
知
ら
せ
る
か
あ
ち
ら

こ
ち
ら
の
野
道
に
咲
け
り　

 

上
村
や
す
美

若
き
日
の
賑
や
か
な
り
し
我
が
家
族
一
人
に
な
る
と

夢
に
も
思
わ
ず 

内
田
乃
武
子

海
原
に
雨
雲
低
く
垂
れ
こ
め
て
入
り
日
も
見
え
ず
島

は
暮
れ
ゆ
く 

渡
辺　

幸
士

 

［
川
柳
］ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
そ
っ
く
り
」

良
い
こ
と
に
親
に
そ
っ
く
り
丸
儲
け 

川
田
ト
メ
子

そ
っ
く
り
と
言
わ
れ
に
ん
ま
り
母
美
人 

日
隈　

俊
郎

そ
っ
く
り
で
双
子
の
娘
の
名
前
お
ぼ
え
ず 

布
田　

愛
子

　
　
　

「
相
談
」

相
談
は
要
ら
ぬ
信
じ
る
道
進
め 

林　
　

雅
之

相
談
と
言
う
こ
と
に
す
る
二
枚
舌 

清
川
み
ど
り

何
事
も
相
談
出
来
る
友
が
い
る 

渡
辺　

幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

や
つ
あ
た
り　

会
社
で
何
の
あ
っ
た
ろ
か 

広
田
み
ど
り

や
つ
あ
た
り　

握
り
ご
飯
の
塩
辛
さ 

下
山　

千
恵

や
つ
あ
た
り　

今
日
の
お
か
ず
は
め
ざ
し
だ
け 

志
垣　
　

光

や
つ
あ
た
り　

こ
ん
く
り
ゃ
も
仕
切
ら
ん
と
か
い 

佐
藤　
　

葵

や
つ
あ
た
り　

夕
飯
も
の
さ
ら
ん
ど
な
あ 

布
田
か
ん
な

や
つ
あ
た
り　

あ
た
が
悪
か
て
き
ゃ
あ
言
う
た 

平
井
や
よ
い

や
つ
あ
た
り　

夫
婦
喧
嘩
の
と
ば
っ
ち
り 

長
原　

産
賀

や
つ
あ
た
り　

庭
の
鉢
花
蹴
た
く
っ
て 

佐
野
し
ょ
う

や
つ
あ
た
り　

猫
も
怯
え
る
怒
鳴
り
声 

光
永　
　

六

や
つ
あ
た
り　

鍋
も
や
か
ん
も
傷
だ
ら
け 

井
元
あ
ざ
み

や
つ
あ
た
り　

麻
酔
が
切
れ
て
怒
鳴
り
だ
し 

日
高　

美
里

や
つ
あ
た
り　

失
敗
ば
か
り
繰
り
返
し 

上
田　

梅
清

や
つ
あ
た
り　

選
挙
ん
あ
と
は
本
音
吐
く 

日
隈　

元
良

や
つ
あ
た
り　

子
の
通
知
簿
に
左
右
さ
れ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

卯
月 

～

３月13日（火）白旗小学校５年生が白旗仮設団地を訪問し、花の苗を贈呈。入居者と一緒に植えました。

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

元気いっぱいニラ納豆

作り方

①ニラをきれいに洗い1㌢幅に

切る。

②ショウガはみじん切りかすり

おろしておきましょう。

③フライパンを熱したら、脂を

引かずにショウガと豚のひき

肉を炒めます。

④肉に火が通ったら①のニラを

入れサッと炒め、軽く塩・コ

ショウをして火を止めます。

⑤大きめの器に納豆を入れ、

しょう油と赤酒を混ぜ込みま

す。

⑥しっかり混ざったら④を加え

全体をまんべんなく混ぜます。

＊しょう油の代わりに付属のタ

レを使ってもかまいません。

材　料

納豆 …………………２パック分
しょう油 ………………大さじ２
赤酒 ……………………小さじ１
ニラ …………………………１束
豚ひき肉……………………100㌘
おろしショウガ ………小さじ１
塩・コショウ 

　　元気の源のニラですが、３

月から５月が一番美味しく栄養

が満載の時ってご存知ですか？

　ニラには、疲労回復のビタミ

ン B1や B2。貧血予防の鉄分、

むくみ解消のカリウム。イライ

ラを鎮めるなどたくさんの効能

があります。また、がんに予防

効果のあるビタミン ACE が豊富

です。そして造血機能に関係す

る葉酸などが含まれていて血液

のバランスを上手に保ってくれ

ています。

　栄養満点で新鮮なニラは、健

康を維持するのに願ってもない

野菜です。ニラは甲佐の特産で

す。この時期にたくさん食べて、

より健康にお過ごしください。

ひとの 動 き （敬称略）

 住　所 氏　名     性別  保護者

緑　町　大和　琴
こ と み

美　女　功　征

船　津　栗原　優
ゆ ら

笑　女　　優

白　旗　福岡　煌
こうだい

大　男　由　佳

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,108 △10

女 5,710 △４

計 10,818 △14

世帯数 4,285 △２

平成30年２月28日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

東寒野　長田テツ子　87　テツ子

世　持　林　　一人　90　ヒロ子

吉　田　上村　国弘　64　美代子

上　揚　村上　祝子　90　祝　子

津志田　増田　　惇　73　　進

西寒野　中島　啓子　88　元　子

津志田　石本　　深　81　由美子

下横田　福永シズヱ　92　シズヱ

豊　内　赤星　昭洋　73　美智子

上　揚　松下　征喜　72　　勉

上早川　森本　薫枝　88　和　年

西寒野　杉本　武子　89　武　子

２月11日（日）～３月10日（土）

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

［

［

 住　所 氏　名 

　　夫　横　田　古閑　　光

　　妻　御船町　成松　春香

　　夫　世　持　上田　高士

　　妻　菊池市　宮﨑　美加

　　夫　糸　田　山内　裕貴

　　妻　熊本市　藤島奈津子

　　夫　菊陽町　荒木勇一朗

　　妻　岩　下　蛯原　綾子

　

大
地
が
芽
吹
き
、
生
命
の
息
づ
か

い
が
聞
こ
え
て
く
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
３
月
18
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
た
緑
川
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
来
場
者

が
本
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

元
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
代
表
の
海
堀

あ
ゆ
み
選
手
な
ど
熊
本
ル
ネ
サ
ン
ス

の
所
属
選
手
や
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の

マ
ッ
ス
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
・
ス
ガ
ッ

シ
ュ
さ
ん
に
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
次
々
と
挑
ん
で
い
ま
し
た
。
笑
顔

で
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、
ゴ
ー
ル
が

決
ま
る
と
手
を
あ
げ
て
大
い
に
喜
び
、

ボ
ー
ル
が
１
つ
あ
れ
ば
大
人
も
子
ど

も
も
一
緒
に
楽
し
め
る
サ
ッ
カ
ー
の

魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、「
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー

ク
」
や
「
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
」「
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
」
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
多
く
の
人
た
ち
の
笑
顔
で
あ
ふ

れ
た
１
日
で
し
た
。　
　
　
　
（
り
）

編

集

後

記



　

「
ど
う
練
習
し
、
ど
れ
だ
け
努

力
し
て
き
た
か
に
よ
っ
て
、
結
果

が
出
た
と
き
の
喜
び
も
違
い
ま
す
。

そ
れ
を
味
わ
う
と
、
ま
た
次
も
が

ん
ば
ろ
う
と
思
え
る
と
こ
ろ
が
、

陸
上
競
技
の
魅
力
で
す
」
と
話
す

の
は
、飯
田
怜
さ
ん
（
仁
田
子
区
）。

　

ア
テ
ネ
五
輪
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
野
口
み
ず
き
選
手
を
は

じ
め
、
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
を
育
て

た
名
将
・
廣
瀬
永
和
監
督
が
率
い

る
岩
谷
産
業
㈱
に
、
今
春
入
社
。

す
で
に
２
月
か
ら
、
同
社
陸
上
部

の
練
習
に
参
加
し
て
い
る
。

　

ス
ピ
ー
ド
を
武
器
に
昨
年
の
県

高
校
総
体
１
５
０
０
㍍
で
は
４
位

入
賞
、
南
九
州
大
会
で
は
決
勝
進

出
。
全
国
高
校
駅
伝
で
は
４
区
を

快
走
し
、「
今
ま
で
経
験
し
た
大

会
の
中
で
、
一
番
盛
り
上
が
り
が

大
き
く
、
沿
道
の
声
援
も
途
切
れ

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
走
る
こ
と
が

得
意
で
、
小
学
校
で
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
し
て
い
た
が
、
６
年
生
の
と

き
に
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
優

勝
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
中

学
校
で
は
陸
上
部
の
門
を
た
た
く
。

自
ら
進
ん
で
競
技
に
取
り
組
み
、

「
１
年
生
の
と
き
、
先
輩
を
見
て

フ
ォ
ー
ム
を
改
善
し
ま
し
た
」
と

い
う
飯
田
さ
ん
は
、
腰
高
の
き
れ

い
な
フ
ォ
ー
ム
が
持
ち
味
。
３
年

生
の
と
き
に
は
県
中
体
連
８
０
０

㍍
で
３
位
入
賞
。
ル
ー
テ
ル
学
院

高
に
進
学
す
る
と
寮
に
入
り
、
仲

間
と
切
磋
琢
磨
し
て
練
習
に
打
ち

込
み
、
３
年
生
の
と
き
に
は
主
将

と
し
て
、
同
校
初
の
全
国
高
校
駅

伝
出
場
へ
チ
ー
ム
を
牽
引
し
た
。

　

「
実
業
団
で
は
、
練
習
の
ペ
ー

ス
な
ど
に
つ
い
て
、
細
か
く
指
示

は
さ
れ
ま
せ
ん
。
体
調
や
次
の
大

会
に
合
わ
せ
て
、
自
分
で
考
え
を

持
っ
て
練
習
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
、
今
ま
で
と
違
い
ま

し
た
」
と
練
習
参
加
を
振
り
返
る
。

「
走
る
距
離
や
時
間
が
の
び
、
先

輩
た
ち
は
ペ
ー
ス
も
速
く
、
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
元
々
長
い
距
離

は
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
毎
日
20
㌔
以
上
走
っ
た
の
で
、

長
い
距
離
も
走
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
」
と
自
信
を
の

ぞ
か
せ
る
飯
田
さ
ん
。「
日
本
選

手
権
に
出
場
し
た
い
で
す
」
と
未

来
に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。

鍛
え
た
ス
ピ
ー
ド
を
武
器
に

輝
く
未
来
へ
走
り
出
せ

2018年（平成30年）４月号

　通巻585号

こうさ広 報

いいだ れい / 長距離陸上競

技者。甲佐中陸上部からルー

テル学院高、４月から昨年陸

上部（女子駅伝チーム）が創

部された岩谷産業㈱へ進む。

飯田 怜さん
Iida Rei

〔仁田子区〕

Kosa
Style
こうさ スタイル
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